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ȄʁʔɮࠞȺᇘȻҋ͢șɮʃラɲʵɁȅ

　エジプトから救い出された神の民イスラエルは

三ώ月目、シナイの荒れ野に到着し、その山で神

と契約を結び、主との新しい関係に生きる者とさ

れました。神の民は山に向かって宿営し、モーセ

は神のもとにഴって行きます。そこで、主なる神

は言われました。「あなたたちは見たでしょう。

わたしがエジプト人にしたこと、また、あなたた

ちをკの့にせて、わたしのもとに連れてきた

ことを」。神は大いなる御手と御業によってご自

分の愛する民をエジプトの支配、奴隷の地よりお

救いくださったのです。それゆえに今、あなたが

たはわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守り

なさい。そうすればあなたたちはすべての民の間

にあってわたしの༯となる。あなたたちは、わた

しにとってऱংの王国、聖なる国民となる。強大

なエジプトの支配と力の下にあっていと小さき民

であったイスラエルの民を救い、彼らをご自身の

༯の民とすると言われるのです。驚くべき言葉で

す。そうであればこそ、この神の御声に聞き、契

約の言葉に従う聖なる民であるべきです。

　主はご自分と出会う民が自られを洗い、聖別

するよう命じられました。臨在の前での聖さを求

められたのです。また、民が山に近づかぬよう命

じ、ただಏ保者として立てられたモーセだけが主

の臨在に近づくことがݺされました。

　こうした中で、ဿྺと֞तと࢚い、激しい၆

のような異常な光景と現象の中で主はシナイに降

られ、モーセを通してご自分の民イスラエルに契

約の言葉をお与えくださったのです。

ȄԚਿǾԚɁগɒɁᕹɥ˿ȞɜՙȤȹȅ

　こうして、与えられたのが十戒です。十戒は十

の言葉と言われる契約の法です。契約の法ですか

ら、契約の主が誰であるか、どのような意図をもっ

てこれが与えられたか、そして契約の内ယとそれ

を守った者に対する祝福、これに背く者に対する

ૣき、いが語られています。

　まず、੬言と言われる部分で神の自己紹介が語

られます。「わたしは主、あなたの神、あなたを

エジプトの国、奴隷の家から導き出した神であ

る」。これは契約の法である十戒をお与えくださっ

た方がどのような方かを示す言葉です。この੬言

は十戒全体を支えている重要な宣言です。これを

าきに本文を読むことは、まさに律法主義への危

。な落としࠪがそこにあると言えるでしょうࡏ

　十戒は前半、3節から11節までは神と人との関

係、後半12節から17節までは人と人との関係が

教えられています。主ご自身が、律法の中心は「神

を愛することとႋ人を愛すること」であると要約

されました。

　第一の戒め、「あなたには、わたしをおいてほ

かに神があってはならない」は、十戒の根本的な

戒めです。これは、「あなたには他の神があるは

ずがない」という強い排他性、神とイスラエルと

の深い契約的結びつきの中で語られる言葉です。

だからこそ、第二の戒め、「あなたはいかなる௨

も造ってはならない。……わたしは熱情の神であ

る」も、意味を持ってきます。「熱情」は「മみ」

とも訳され、神のご自分の民に対する主権と熱愛

が݀人的な仕方で示されています。第三の戒めは

神の示への畏敬。第四の戒めは礼拝日の聖別。

　後半、人と人との関係の最初に第五の戒め「あ

なたの父と母とを敬え」が語られています。それ

は十戒の前半と後半を結ぶޘ渡しの役割を持って

います。両親は子を養育し、信仰に導くための神

の代理者です。子は親を通してみ言葉に聞き従う

よう訓育を受けるのです。第の戒めは命の保持。

第্は結婚関係の聖さの保持。第สは所有関係の

保持。第九はܺりの証言の止。第十の戒めはႋ

人の所有をるむさぼりの止です。

るべき光景と異常な現象の中で、十戒の言葉ޔ　

を受け、ޔれる民に、モーセは言いました。「神

はあなたたちの前に神を畏れる畏れをおいて、罪

をๆさせないようにするためである」と。

	 （国方ຮ治）

	 10月8日	 十戒を授かる	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	19章1節～20章21節
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　エジプトを出てから三か月め、シナイの荒れ野

に着いたとき、神さまはご自身をイスラエルの民

にあらわしてくださり、シナイ山からみ声を聞か

せてくださいました。このときに、十の戒めを授

けてくださったのです。

　日曜学校の礼拝でも、みんなで十戒をえるこ

とがあるかもしれません。今日は十戒について学

びたいと思います。

　十戒は子どもカテキズムにも記されていますか

ら、そこを開いてもういちど確かめてみましょう。

十の戒めは、次のとおりです。

　1.	あなたには、わたしをおいてほかに神があっ

てはならない。

　2.	あなたはいかなる௨も造ってはならない。

　3.	あなたの神、主の名をみだりにえてはなら

ない。

　4.	安息日を心に留め、これを聖別せよ。

　5.	あなたの父母を敬え。

　6.	फ़してはならない。

。してはならない֪ە	.7　

　8.	ൔんではならない。

　9.	ႋ人に関してܺ証してはならない。

	10.	ႋ人の家を欲してはならない。

　これらの戒めを読んでみて、あるいは声に出し

てえてみて、皆さんはどのように感じたでしょ

うか。「～してはならない」「～してはならない」

と続きますから、もしかすると厳しい、堅苦しい

命令のように感じたかもしれません。

　けれども、よく覚えておいてください。十戒は

愛のみ言葉です。十戒には神さまを信じて生きる

民へのあふれるばかりの愛がこめられているので

す。　

　十の戒めを語られるにあたって、神さまはこの

ように仰せになりました─「わたしは主、あなた

の神、あなたをエジプトの国、奴隷の家から導き

出した神である」。

　エジプトの国にいたとき、イスラエルは奴隷の

苦しみの中にありました。神さまはイスラエルを

その奴隷の苦しみから救い出して、自由にしてく

ださいました。イスラエルを愛しておられたから

です。

　そして今、神さまが十の戒めをイスラエルに授

けてくださったのも、愛のゆえです。神さまは愛

する民を奴隷の苦しみから救い出してくださった

だけではありません。愛する民が幸せに生きるこ

とができるように、命の道を歩き続けることがで

きるように、ご自身のみ言葉を与えてくださった

のです。

　今、イスラエルは荒れ野を旅しています。荒れ

野は厳しい場所です。べ物がなくてܶえたり、

֩みକがなくて࢞のڱきを覚えたりすることもし

ばしばです。突然、がਥってくることもあるで

しょう。もしもイスラエルが何も持たずに荒れ野

の真ん中に放り出されてしまったなら、どうで

あったでしょうか。心細くてたまらなかったと思

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　「単元の目標」に「律法を持つ幸いを味わおう」とある。そのために求められることこそ、十戒が「愛

と恵みの言葉」であることをあらためて確かめることであろう。その際に大切なことは、十戒の「前文

（੬文）」とおのおのの戒めとを切り離さないことである。あわせて、十戒が（旧約のイスラエルにだけ

語られたというのではなく）今わたしたちの命を守り支える言葉であることをもしっかりと語りたい。

「十戒─愛の言葉」

	 10月8日	 十戒を授かる	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	19章1節～20章21節

	 参ચカテキズム	 子どもカテキズム	問39-40
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います。

　けれども神さまは十戒を備えてくださいまし

た。これらのみ言葉に従って歩むなら、荒れ野の

真ん中にあっても何の心配もないのです。どんな

ことがあっても、何が起こってもだいじょうぶな

のです。神さまがみ手をもって守ってくださるか

らです。

　十戒は厳しい命令などではありません。愛の守

りのみ言葉です。もし皆さんが৬のひっきりなし

に通っている道Ⴙにび出そうとしたら、お父さ

んやお母さんは黙って見ているのではないでしょ

う。あぶないから気をつけなさい、と声をかけて

くださるにちがいありません。それは、皆さんを

愛していて、皆さんの命を守ろうとするゆえです。

　十戒も同じです。神さまのみ声に聞き従うとき、

愛の神さまはわたしたちの命を守ってくださるの

です。

　十戒は旧約聖書の時代のイスラエルの民だけに

与えられたというのではありません。今わたした

ちにも与えられています（ですから、日曜学校で

十戒をえることはとてもすばらしいことです）。

神さまはわたしたちをも愛しておられます。

　神さまに救われたわたしたちは、救いの喜びに

満たされ、感謝の思いにうながされて、神さまの

み声に聞き従います。神さまを愛するとは、十の

戒めを守り行うことです。そのとき神さまはわた

したちの命を豊かに祝福してくださいます。わた

したちの人生の歩みを確かに守り導いてください

ます。	 （࿐下ဉ也）

	Ȭ今週のճ聖句ȭ	 詩編	119編105節

あなたの御言葉は、わたしの道の光

わたしの歩みをચらす൘。
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Ȅɀɜȗȅ

　神さまが十戒を授けてくださった経を学び、

愛と恵みの言葉である「道しるべ」を与えられて

いる幸いを覚える。

Ȅࠕᩒȅ

　みんな十戒を覚えているかな。十戒は、「わた

しはあなたの神、主であって、あなたをエジプト

の地、奴隷の家から導き出した者である」という

言葉ではじまっていましたね。今日は「わたしは

あなたの神」と言ってくださる神さまが、私たち

に十戒を与えてくださったときのお話です。

　これまでお話を聞いてきたように、神さまは、

モーセさんをリーダーにして、神さまを信じる人

たちをエジプトから救い出してくださいました。

モーセさんたちがシナイ山というお山についたと

き、神さまが与えてくださったのが十戒です。十

戒は、神さまから離れて迷子になったり、人間ど

うしでけんかして進めなくなってしまうことが無

いように、神さまが与えてくださった「道しるべ」

です。

　十戒は二ཿの石の板に書いてありました。

　一ཿ目の石の板には神さまについての戒めが書

いてあり、二ཿ目の石の板には人についての戒め

が書いてあったのだと思います。

　十戒は、モーセさんが生きていた頃のଡ଼の人に

だけ与えられた言葉ではありません。イエスさま

に救われ、今、生きている私たちにとっても「道

しるべ」となる、神さまの愛と恵みの言葉なので

す。

Ȅɗȶȹɒɛșȅ

　十戒が記された二ཿの石の板のٰを描いてバラ

バラに切り刻んだものを用意し、ジグΖーパズル

のように、子どもたちに元通り並べさせて見よう。

Ȅȝᇏɝȅ

　神さま、私たちが間違った道に迷いこんでしま

わないように、十戒を与えてくださり、ありがと

うございます。神さまが十戒にこめてくださった

愛と恵みをしっかり受けとめて、迷子にならずに

生きていくことができるようにしてください。

アーメン。

	 10月8日	 十戒を授かる	 幼稚科
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	 10月8日	 十戒を授かる	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　神様の大きな愛のことばとして、この十戒を受

け取る子どもになろう。

ȄɂȫɔȾȅ

　毎週続けて子どもたちは出席しているでしょう

か。下級クラスでも、ੂやクラブに参加する子ど

もが増えてきつつあるように思います。久しぶり

の出席の子どももいるかもしれません。心からの

で、今日来迎を、あなたの変わらない愛とઢۥ

た子どもたち一人一人に伝えましょう。何よりも

イエス様御自身が喜んでくださっているのですか

ら。

ȄॅᕹȾᐱȠɑȪɚșȅ

ӱイスラエルの人々はエジプトの国を出て三ώ月

たちました。どこに着きましたか。（1節）

Ӳ神様の所に行ったのは、誰ですか。（3節）

ӳ20章2節をみんなで読みましょう。

Ȅࠕᩒȅ

　イスラエルの人々は神様に助けられて旅を続け

て3カ月ほどたちました。シナイの荒れ野に着き

ました。そこにはシナイ山と言う山がありました。

モーセさんはそこにഴって、神様とお話をしまし

た。お話したことを山の下にいるイスラエルの

人々皆に伝えました。みんなはモーセさんに言わ

れて、体もおဢもきれいに洗ってୄࠩにして、

神様にお会いする準備が始まりました。

　山の周りにॎをぐるりと作って誰も入れないよ

うしました。三日たったその朝、あついが山を

༫みました。ဿがなって、֞तも光って、山全体

も激しく揺れて、みんなはޔろしくて仕方ありま

せんでした。でも、モーセさんはまた山にഴって

行って、モーセさんを通して、神様は、「十戒」

という神様の大事ないましめをお与えになりまし

た。。これは今の私たちにも与えられている神様

の変わらないいましめです。この十戒を覚えま

しょう。

　今は৬に「ナビ」という༒利なものがついてい

る৬が多いです。お父さんお母さんの৬にもあり

ますかȉ	教会の住所やഩ話番号を入力すると、

自分の家から、教会までの地図が自動的にْ面に

って、行き方を教えてくれます。全然知らないד

所でも住所さえ分かれば行く道をち͝んと教えて

くれます。

　神様が私たちにくださった「十戒」もそれとয

てるかもしれませんね。神様とずっと一緒に生き

るために、天国まで連れて行っていただく道、私

たちがち͝んと、神様がおられる道を進んでいる

かどうか、この十戒があることで知ることが出来

ます。十戒は私たちが神様の子どもとして進む正

しい道を示してくださるものです。十戒を私たち

にくださるほどに、神様は私たちを愛して、大事

に守ってくださるお方です。私たちがあっちに

行ったり、こっちに来たり、フラフラ迷子になら

ないように、確かな道を教えてくださいました。

神様ありがとうございます。

Ȅȝᇏɝȅ

　神様、十戒をくださってありがとうございます。

そして私たちを愛し、お守りくださるお方である

ことを心から感謝します。アーメン。
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	 10月8日	 十戒を授かる	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

　イスラエルの民も、私達も神によって愛され、

救われている。だからこそ、神を愛し十戒を喜び

を以て守って行く。

Ȅʹ˂ɹȅ

1. モーセさんは、（　　）山で、何を授かりまし

たか @

　（　　）の（　　）です。

2. イスラエルの人たちは、（　　）で、どんな生

活をしていましたか @

　（　　）の生活でした。

3. その生活から（　　）が（　　）ってくださっ

て、（　　）を目指して、旅をしています。

　それは、神様が、イスラエルの人たちを（　　）

いたからです。

4. 十戒の前半は、（　）～（　）で、わたしと（　）

の関係です。

　十戒の後半は、（　）～（　）で、わたしと（　）

の関係です。

5. わたしたちも（　　）と（　　）の中にいま

した。

　そのようなわたしたちを神様は、（　）様の（　）

によって、（　）ってくださいました。

　わたしたちは（　　）に向かって生きています。

　神様は、わたしたちも（　　）しておられるか

らです。

6.	救われた、わたしたちも（　　）を愛して、（　

　）を喜んで（　　）っていきましょう。

Ȅᇏɝȅ

　神様、私たちを愛して、主イエスによって救っ

てくださり、有難うございます。そのことを覚え

て、神様から与えられた十戒を守り、神様の御国

を目指して生きて行けますようにしてください。

Ȅኌțȅ

1. シナイ、十、戒め

2. エジプト、奴隷

3. 神様、すく、約束の地またはカナン、愛して

4. 一、四、神様、五、十、ႋ人

5. 罪、び、主イエス、十字架、すく、天国、

愛

6.	神様、十戒、守
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	 10月8日	 十戒を授かる	 中学科

Ȅɀɜȗȅ

　十戒をくださった神様の愛に感謝する。

Ȅࠕᩒȅ

ӱ「あれをしろ！」「これをしろ！」頭ごなしの

命令とういのは気分の良いものではない。今日

読んだ十戒もここだけスッパาけば、ただの命

令調の文字である。法律や校則の命令文にはそ

んなニュアンスがあるかもしれない。でも、今

日の十戒は神様の気持ちが込められた命令。な

んで、神様はこんなことを命令されるんだろう

かȉ聖書にはたくさん神様からの命令がある

が、言葉のၔにある思いを知ることが大切。

Ӳまず、十戒の੬文に注目しよう。ここで言われ

ているのは「私はあなた達を救いだしたあなた

の神だ」という神様の自己紹介だ。神様は自分

にとってどうでもいい者を救ったりはしない。

神様は一緒につき合い続けたい手を救われ

る。そして、この神様はどこか自分と遠い存在

ではない。神様は「私はあなたの神だ」と言わ

れる。「私は大切なあなた達を救いだして、あ

なたの神となった存在だ」このような前置きの

あとで十の戒めが語られる。

˭ȅ皆は「戒め」という言葉の意味を知っている

かȉ	どんなイメージがあるだろうȉಮらしめ

るとか、じる、こんな意味を思いかべるか

もしれない。そういう意味もあるが、国語辞ങ

を引くと「前もって注意すること」とある。つ

まり神様は「何か」に「前もって十の注意」を

与えられたということ。「何か」とは何だろうȉ

ӳイスラエルは神様が約束された土地へ向かう途

中であった。そこで神様はイスラエルの人々と

一緒に最高な毎日を過ごそうとされていた。つ

まり「何か」とは神様と一緒に過ごす最高な日々

である。そのために前もって注意された10の

戒めが「十戒」というわけだ。ということは十

戒とは「あれはダメ、これはダメ」と生きるこ

とをปりつける教えではない。人が神様と一緒

に最高な毎日を過ごすための道標、喜びの日々

をつくりだす最高の教えというわけだ。

Ӵ聖書は他の箇所で、十の戒めは「神様を愛する

こと」と「人を愛すること」の二つにまとめら

れている。だが「愛する」というのはわかるよ

うで、わからない言葉かもしれない。「愛する」

ことの中心は「手を自分のように大切にする」

ことである。その大切にする仕方が十戒には込

められている。君が誰かを大切にすること、君

が神様を大切にすることが君の人生をऒ右す

る。

ӵ最初に十戒の੬文は君達を大切にしている神様

の自己紹介だといった。私達は天地を創られそ

れを支配しておられる、驚くような御方とおࡽ

いに大切にし合う道が与えられている。そして、

そんな神様に大切にされている者どうしもまた

愛し合う道が与えられている。神様は私達がࡽ

いに大切にし合うのを求められる御方である。

君が神様を大切にするとき神様は喜びを覚えら

れる。君が人を大切にするとき、神様は嬉しさ

を覚えられる。君達も、大事な人が嬉しいを

していれば嬉しいだろう。大事な人がしい

をしていればしいだろう。神様が押してくだ

さった神様が喜ばれるツボが十戒にはめられ

ている。神様をしませるのではなく、神様が

嬉しくなるような日々を求めたい。

Ȅᇏɝȅ

　愛することの下手くそな私達に愛し方を教えて

くださり感謝します。日々の中であなたに喜んで

もらう道を歩めますように。アーメン。


